職務経歴書
2025年4月1日現在
佐藤 真次
■職務要約
　理学療法士として約5年間、急性期と回復期の病院でリハビリを担当してきました。手術後まもない時期の動作練習から、家での生活を見すえた動きづくりまで幅広く経験しています。高齢の方や、体力の低下がある方を担当することが多く、息切れや疲れやすさに配慮しながら、無理のないペースで支援してきました。また、ご家族やケアマネジャーと協力し、退院後に安心して過ごせる計画づくりも行ってきました。今後は実際の生活の場に近いところで、住み慣れた家でできることを増やせるよう、訪問リハビリで力を尽くしたいと考えております。
■職務経歴
医療法人△△会　△△総合病院（2019年4月〜2021年3月）
	病床数：250床（うち急性期154床）
スタッフ構成：PT 22名・OT 10名・ST 4名
雇用形態：正社員

	期間
	職務内容

	2019年4月〜2021年3月
	【担当業務】
・手術後や体の動きに不安がある方を中心に、1日5〜6名を担当
・座る、立つ、歩く、階段など、基本的な動作の支援
・トイレ、着替えなど日常生活に近い動作のサポート
・医師・看護師・相談員とのカンファレンスへ参加
【心がけたこと】
痛みやめまいがある方にも安心して体を動かせるよう、声をかけながら少しずつ練習を進めました。




医療法人〇〇会　○○回復期リハビリテーション病院（2021年4月～現在）
	病床数：病床数120床（回復期病棟）
スタッフ構成：PT 18名・OT 12名・ST 6名
雇用形態：正社員

	期間
	職務内容

	2021年4月～現在
	【担当業務】
・足腰の痛みやまひのある方を中心に、1日6〜7名を担当
・イスへの移り、台所に立つ、買い物を想定した移動練習
・ご家族への介助アドバイス、生活道具の提案
・退院前訪問や担当者会議に参加し在宅準備を支援
【心がけたこと】
退院後の生活が思い描きやすいよう、家事や外出など日々の動きを取り入れた練習を大切にしました。



■活かせる資格・スキル
・理学療法士免許（2019年3月取得）
・普通自動車第一種運転免許（2014年7月取得）
・急性期と回復期でのリハビリ経験：計5年
・高齢者の体調に配慮した、安全な動作サポート
・住環境や家事動作を想定した練習の調整
■自己PR
　私の強みは、家での生活に直接つながる動きを一緒に作っていけることです。急性期では、痛みや息切れに配慮しながら座る、立つ、歩く練習へつなげ、回復期では台所に立つ、洗濯物を干す、外に買い物へ行くなど、ふだんの暮らしを意識した動きを多く取り入れてきました。また、ご家族へ介助のコツをお伝えし、退院後の不安が減るよう支えてきました。訪問リハビリでは、病院では見えなかった生活上のつまずきを一緒に確認し、その方の暮らしに合わせた工夫を考えていきたいと考えています。住み慣れた場所で「できること」が続くように寄りそった支援をしていきたいです。

